
２０１０年【古典を読む－歴史と文学－】 

「いま明かされる古代」シリーズ２６ 

 

第１回 １０月９日（土） 午後２:３０～４：３０ 

東北大学名誉教授 

今泉 隆雄 先生     「仙台郡山遺跡と東北古代史」 

 

第２回 １０月２３日（土） 午後２:３０～４：３０ 

奈良県立橿原考古学研究所 附属博物館 総括学芸員 

岡林 孝作 先生     「初期王墓の実態解明に向けて」 

－桜井茶臼山古墳の発掘調査から－ 

 

第３回 １０月３０日（土） 午後２:３０～４：３０ 

京都産業大学 日本文化研究所 所長・教授  京都市歴史資料館 館長 

井上 満郎 先生     「神話の中の『天孫降臨』」 

－日本と韓国の神話比較－ 

 

第４回 １１月６日（土） 午後２:３０～４：３０ 

東北学院大学 文学部 歴史学科 教授 

熊谷 公男 先生     「日本古代の即位儀礼と皇位継承」 

－大王の時代から平安初期まで－ 

 

第５回 １１月２０日（土） 午後２:３０～４：３０ 

広島大学大学院 教育学研究科 社会認識教育学講座 教授 

下向井 龍彦 先生   「藤原純友の乱の虚像と実像」 

 

第６回 １２月１１日（土） 午後２:３０～４：３０ 

専修大学 文学部 歴史学科 教授 

荒木 敏夫 先生     「斉明女帝論」 

－王権研究の視点から－ 

 

第７回 １月１５日（土）  午後２:３０～４：３０ 

奈良県立橿原考古学研究所 所長  滋賀県立大学名誉教授 

菅谷 文則 先生     「戸隠神社蔵の通天牙笏と正倉院の通天牙笏」 


